
一

般

質

問

一

般

質

問

疎
地
交
通
体
系
の
整
備
に
あ

る
。
こ
こ
に
人
と
金
を
費
や
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　

集
落
整
備
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
新
過
疎
計
画
は
ソ
フ
ト
事

業
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
昨
年
実
施
し
た
高
齢
者
世

帯
の
実
態
調
査
に
基
づ
き
、
デ

事
業
の
試
験
運
行
を
来
年
度
に

実
施
し
た
い
。
ま
た
、
八
木
駅

周
辺
整
備
計
画
の
調
査
を
実
施

し
、
周
辺
も
含
め
計
画
し
て
い

る
。

　
　

「
市
民
参
加
と
協
働
の
推

で
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　
　

消
え
た
高
齢
者
問
題
で
わ

が
国
の
戸
籍
制
度
に
不
信
感
を

持
つ
国
民
が
多
く
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
頓
挫
し

て
い
る
。

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　

現
調
査
で
は
市
内
の
難

視
世
帯
は
１９
世
帯
と
聞
い
て
い

る
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入

い
た
だ
く
こ
と
で
受
信
可
能
と

な
る
。
ま
た
、
幹
線
敷
設
に
は

多
額
の
費
用
が
必
要
で
、
６０
万

円
を
限
度
に
市
が
負
担
す
る
。

マ
ン
ド
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
運
行

の
た
め
、
具
体
的
な
検
討
を
進

め
て
い
る
。

　

国
保
税
・
窓
口
一
部
負
担

高
い
→
高
い
か
ら
病
院
に
行
け

な
い
→
行
け
な
い
か
ら
重
症
化

進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し

た
が
行
政
の
役
割
は
。
市
民
協

働
と
は
「
自
己
革
新
し
た
市
民

と
行
政
職
員
の
協
力
」
で
あ

る
。市

民
自
治
基
本
条
例
の
制

定
が
必
要
。
新
た
な
地
域
社
会

づ
く
り
の
舞
台
に
参
加
す
る
職

員
を
育
て
る
と
あ
る
が
。

国
民
総
背
番
号
制
な
ど
導

入
し
、
年
金
、
保
険
は
国
家
が

責
任
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
制
度
で
あ
る
と
承
知
し
て
い

る
。
国
民
総
背
番
号
制
の
実
施

に
向
け
考
慮
が
必
要
。　
　
　

　
　
　
　

　
　

不
明
金
と
さ
れ
た
約

２
９
０
０
万
円
は
裁
判
が
終
っ

て
も
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
不

明
金
全
額
が
、
特
別
損
失
と
し

て
会
計
処
理
さ
れ
て
い
る
が
、

当
時
の
長
生
園
の
幹
部
の
責
任

す
る
→
重
症
化
す
る
か
ら
医
療

費
が
高
く
な
る
→
高
く
な
る
か

ら
国
保
会
計
が
悪
化
す
る
。
こ

の
悪
魔
の
サ
イ
ク
ル
を
断
ち
切

る
以
外
に
住
民
の
健
康
は
守
れ

な
い
。
低
所
得
者
の
病
院
窓
口

一
部
負
担
の
減
免
を
制
度
化
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　

国
庫
負
担
の
増
額
を

　
　
　

市
と
し
て
の
役
割
、
課

題
は
多
く
あ
る
。
担
う
職
員
の

人
材
育
成
が
大
変
重
要
。
市
民

自
治
基
本
条
例
は
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

　
　

「
人
財
」
の
財
は
財
産
の

財
で
、
人
を
う
ま
く
使
え
ば
利

　
　

各
地
の
ナ
ラ
枯
れ
は
樹
齢

５０
年
以
上
の
大
径
木
に
キ
ク
イ

ム
シ
が
付
く
。
山
の
サ
イ
ク
ル

を
進
め
、
環
境
を
守
り
、
雇
用

を
生
む
ほ
だ
木
や
薪
づ
く
り
を

ア
シ
ス
ト
し
て
は
。

　
　

過
疎
対
策
が
実
施
さ
れ
４０

年
た
っ
た
が
、
今
な
お
過
疎
は

解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま

で
「
ど
こ
ま
で
乗
っ
て
も
二
百

円
」
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
導

入
」
に
つ
い
て
提
言
し
て
き

た
。
今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
新

過
疎
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
集

落
存
続
の
た
め
の
手
だ
て
と
過

　
　

広
い
市
に
お
い
て
交
通
弱

者
は
バ
ス
交
通
を
必
要
と
す

る
。
安
心
な
地
域
交
通
シ
ス
テ

ム
が
行
政
の
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
ま
た
、
安
心
で
安
全
な
八

木
駅
舎
改
築
や
周
辺
整
備
の
早

急
な
実
現
を
。

　
　
　

交
通
対
策
と
し
て
オ
ン

デ
マ
ン
ド
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

　
　

各
地
で
実
施

さ
れ
多
く
の
効
果

が
出
て
い
る
市
民

判
定
員
の
事
業
仕

分
け
を
導
入
す
る

意
図
は
な
い
か
。

　
　
　

成
果
重
視

の
外
部
評
価
を
実

施
し
、
市
民
目
線

　
　

地
デ
ジ
移
行

時
に
、
テ
レ
ビ
が

視
聴
で
き
な
い
市

民
が
出
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
対

策
の
見
通
し
と
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

利
用
の
幹
線
網
の

整
備
は
「
公
」
で

「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
の
運
行
を
具
体
化

過
疎
計
画
、集
落
・
交
通
網
の
整
備
を

市長

高野

成
果
重
視
の
外
部
評
価
を
実
施

市
民
参
加
の
事
業
仕
分
け
を

市長

山下

国
に
要
望
し
て

い
る
。
窓
口
負

担
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
な

方
策
を
講
じ
る

た
め
に
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　
　

他
市

町
の
事
例
や
厚

生
労
働
省
の
モ

デ
ル
事
業
を
勘

案
し
な
が
ら
、

年
度
内
に
そ
の

基
準
を
つ
く
り

た
い
。

　
　
　

現
政
権
の
環
境
に
基
づ

い
た
林
業
政
策
に
期
待
し
て
い

る
。林

業
の
も
つ
多
面
的
な
重

要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
国
の

政
策
に
対
応
し
て
推
進
す
る
。

丹政会

川勝　眞一 議員

「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
来
年
試
験
運
行
予
定

交
通
弱
者
に
バ
ス
交
通
網
整
備
を市長

川勝

国
の
対
応
に
合
わ
せ
実
施

一
人
の
テ
レ
ビ
難
民
も
出
さ
な
い
た
め
に市長

は
ど
う
取
ら
れ
た
の
か
。
ま

た
、
平
成
２１
年
末
か
ら
市
長
は

長
生
園
の
「
理
事
」
で
は
な
く

な
っ
て
い
る
が
ど
う
し
て
か
。

　
　
　

最
高
裁
に
お
い
て
判
決

が
確
定
し
て
い
る
問
題
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
京
都
府
の

指
導
を
受
け
会
計
処
理
さ
れ
、

「
理
事
」
に
つ
い
て
も
、
府
の

指
導
が
あ
る
中
で
、
理
事
会
に

お
い
て
承
認
し
た
。

　
　

発
表
さ
れ
た
全
国
危
険
度

マ
ッ
プ
で
は
、
南
丹
市
域
は
深

層
崩
壊
の
起
き
る
頻
度
が
「
高

い
」
地
域
と
さ
れ
て
い
る
が
。

　
　
　

マ
ッ
プ
そ
の
も
の
は
、

精
度
の
高
い
も
の
で
は
な
い
。

今
後
、
対
応
を
検
討
し
て
い

く
。

日本共産党市会議員団

高野　美好 議員

山下　澄雄 議員

益
を
上
げ
る
財
産
で

あ
る
。
今
、
市
に
必

要
な
、
や
る
気
を
引

き
出
す
人
事
評
価
制

度
の
計
画
は
。

　
　
　

人
事
包
括
制

度
、
目
標
管
理
制
度

の
導
入
に
向
け
て
制

度
設
計
を
進
め
て
お

り
、
職
員
が
自
覚
を

も
っ
て
仕
事
に
取
り

組
ん
で
い
く
制
度
の

構
築
、
仕
組
み
づ
く

り
を
行
う
。

日本共産党市会議員団

大　　一三 議員

人
事
が
自
治
体
を
変
え
る

市議会だより『なんたん』／第19号 8市議会だより『なんたん』／第19号9

デマンドの試行が計画されている市営バス緊急に必要な交通弱者への交通システムの対応

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
は

環境を守り雇用を生む里山の活用南丹テレビ

国
保
税
・
病
院
窓
口

　

一
部
負
担
の
軽
減
を

里
山
を
守
ろ
う

長
生
園
の
特
別
損
失
の

　
　

会
計
処
理
は
不
当

深
層
崩
壊
の
恐
れ
と
対
策
は

行
政
職
員
の
対
応
は

　
　
　
　
　

ど
の
様
に

アナログ


